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คาํนาํ
ขาพเจาสอนภาษาญี่ปุน เปนวชิานอกหลกัสตูรที่มหาวทิยาลยั

มหามกฏุราชวทิยาลยั วทิยาเขตลานนามาเปนเวลา 5 ปแลว พระ
นกัศกึษาที่เรยีนภาษาญี่ปุนมคีวามกระตอืลอืลน ในการเรยีนภาษาญี่ปุน
มาก และไดฝกสนทนาภาษาญี่ปุนกบันกัทองเที่ยวชาวญี่ปุนอยูเสมอ

พระนกัศกึษาเหลานั้นมาปรารภ ปรกึษา วา เมื่อเรา( )
สนทนากบันกัทองเที่ยวในเรื่องเกี่ยวกบัพระพทุธศาสนา เราไมรู
คาํศพัททางพทุธศาสนาในภาษาญี่ปุนจงึเกดิปญหาขึ้น ดงันั้นจงึ
อยากใหอาจารยสอนคาํศพัททางพทุธศาสนาภาษาญี่ปุน ขาพเจา
เหน็ดวย จงึไดเริ่มตนสอนคาํศพัทพทุธศาสนาเปนภาษาญี่ปุนหลงัจาก
สอนภาษาญี่ปุนแลว

ในชั้นเรยีนคาํศพัททางพระพทุธศาสนาในภาษาญี่ปุน พระ
นกัศกึษาเอาคาํศพัทพทุธศาสนาในภาษาไทยที่จาํเปนตองใชมาจาก
พจนานกุรมพทุธศาสนาที่พระราชวรมนุเีปนผูแตง แลวขาพเจาได
อธบิายคาํศพัททางพทุธศาสนาในภาษาญี่ปุน ที่ตรงกนักบัคาํศพัททาง
พทุธศาสนาในภาษาไทย วนัหนึ่งพระนกัศกึษาบอกใหขาพเจาทราบวา
นกัทองเที่ยวชาวญี่ปุน โดยเฉพาะคนหนุมคนสาวไมเขาใจคาํศพัททาง
พทุธศาสนา ดงันั้น ในหนงัสอืเลมนี้ขาพเจาจงึอธบิายคาํศพัททาง
พทุธศาสนาในภาษาญี่ปุน และไดเพิ่มเตมิคาํศพัทสาํคญั ๆ ที่ใชในการ
สนทนาดวย

ขาพเจารูสกึวาเพราะนกัทองเที่ยวไมรูคาํศพัททางพทุธศาสนา
เขาจงึไมรูพทุธประวตัขิองพระพทุธเจา และคาํสอนพื้นฐานของพระ
พทุธศาสนาดวย ดงันั้น ขาพเจาจงึเขยีนประวตัชิวีติของพระพทุธเจา
และคาํสอนพื้นฐานเปนภาษาญี่ปุน

ยิ่งไปกวานั้น เพื่อใหพระนกัศกึษาไดฝกอานภาษาญี่ปุน
ขาพเจาไดเขยีนเรื่องราวเกี่ยวกบัพระพทุธศาสนาในประเทศไทย และ
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はじめに

マハーマクト仏教大学ランナー校で、課外授業として日本
ぶっきょうだいがく こう か がいじゅぎょう に ほん

語を教えて 五年がたちました 比丘・沙弥の学生たちは日本語の勉強、 。
ご おし ご ねん び く しゃ み がくせい に ほん ご べんきょう

に非常に熱心で、日本人の観光客とよく会話の練習をしています。
ひ じょう ねっしん に ほんじん かんこうきゃく かい わ れんしゅう

その学生たちから、観光客と仏教について話すときに、タ
がくせい かんこうきゃく ぶっきょう はな

イ語の仏教語を日本語で何と言うか教えてほしいと言う要望がありま
ご ぶっきょう ご に ほん ご なん い おし い ようぼう

した。そこで、日本語の授業が終わってから、仏教語に関する授業
に ほん ご じゅぎょう お ぶっきょう ご かん じゅぎょう

も始めました。
はじ

仏教語の授業では 学生がすぐに必要なものとして タイ語、 、
ぶっきょう ご じゅぎょう がくせい ひつよう ご

の仏教語を『仏教辞典』から選び出し、それに相当する日本語の仏
ぶっきょう ご ぶっきょう じ てん えら だ そうとう に ほん ご ぶっ

教 語を示していました。そのために、日本人の観光客、特に若い人
きょう ご しめ に ほんじん かんこうきゃく とく わか ひと

に習った仏教語を言っても通じないことがあると、学生から指摘を受
なら ぶっきょう ご い つう がくせい し てき う

けました そこで この本を出すに当たって 授業で取り上げた仏教語。 、 、
ほん だ あ じゅぎょう と あ ぶっきょう ご

への簡単な解説も日本語で書き加えました さらに 会話練習時に必要。 、
かんたん かいせつ に ほん ご か くわ かい わ れんしゅう じ ひつよう

と思われるいくつかの単語も追加しています。
おも たん ご つい か

仏 教語を知らないと言うことは、お釈迦さまの生涯とか、
ぶっきょう ご し い し ゃ か しょうがい

基本的な教理も知らないと思われますので、お釈迦さまの生涯と基
き ほんてき きょう り し おも し ゃ か しょうがい き

本的な教理を、日本語とタイ語で、まとめておきました。
ほんてき きょう り に ほん ご ご

さらに、学生が日本語読解の練習ができるように、日本語
がくせい に ほん ご どっかい れんしゅう に ほん ご

と日本仏教に関するいくつかの話題を、コラムとしてタイ語と日本語
に ほんぶっきょう かん わ だい ご に ほん ご
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ประเทศญี่ปุน โดยไดจดัแบงออกเปน 2 คอลมันคอื ใหภาษาไทย
อยูคอลมันดานซาย และ ภาษาญี่ปุนอยูคอลมันดานขวา

ขาพเจาหวงัอยางจรงิใจวา พระนกัศกึษาจะ อาน เขยีน และ
พดูภาษาญี่ปุนไดดขีึ้น

สดุทายนี้ขาพเจาจะบรจิาคกาํไรทั้งหมดจากการขายหนงัสอื
เลมนี้ใหแกมลูนธิขิองศ.ดร.แสง จนัทรงาม ผูเปนที่ปรกึษาของขาพเจา
ตั้งแตขาพเจายงัเปนนกัศกึษาของบณัฑติวทิยาลยั มหาวทิยาลยั
เชยีงใหม

( 4 )

で書き加えました。
か くわ

この本によって、学生の日本語が上達することを切に望ん
ほん がくせい に ほん ご じょうたつ せつ のぞ

でやみません。

最後に、この本の売り上げから得られる利益は、 私 がタイ
さ いご ほん う あ え り えき わたくし

に 留 学してからご指導して頂いているセン先生の基金に全額寄付さ
りゅうがく し どう いただ せんせい き きん ぜんがく き ふ

れます。



( 5 )

สารบญั
(1)คาํนาํ
(5)สารบญั
(9)คาํชี้แจงหลกัการเขยีน

1ศพัททางพระพทุธศาสนา ภาษา ไทย - ญี่ปุน
9[ ]คอลมันเมโดะ คอื อาณาจกัรภายหลงัความตาย

29[ ]คอลมันโอะโบน
33[ ]คอลมันโอะฮงินั
35[ ]คอลมันปฏจิจสมปุบาท (อนิง หิรอื อนิเอน)
51[ ]คอลมันวนัอโุบสถ (โระกไุสนชิ หิรอื ฟซุทัซ)ุ
55[ ]คอลมันวนัวสิาขบชูา (ฮะนะมะทซรุ)ิ
63[ ]คอลมันสงัฆาราม (โซกะรนั)
77[ ]คอลมันวธิกีารอานศพัทพระพทุธศาสนาในอกัษรคนัจิ

83พระพทุธศาสนาเปนคาํสอนที่พระสากยมนุพีทุธะไดสอนไว
83พระสากยมนุพีทุธะ
91หลกัความจรงิที่พระพทุธเจาไดตรสัรูคอือะไร
91มชัฌมิาปฏปิทา
91อรยิสจั 4
93มรรคมอีงค8
97ไตรลกัษณ
97ศลี
99ศลี 5 (ขอหาม 5 ขอ)
99ศลี 8

101ศลี 10
103ศลี 227

( 6 )

目次
もく じ

(2)はじめに

(6)目次
もく じ

(10)凡例
はん れい

2タイ－日仏教用語小辞典
にち ぶっ きょう よう ご しょう じ てん

10【コラム】冥土について
めい ど

30【コラム】お盆
ぼん

34【コラム】（お）彼岸
ひ がん

36【コラム】縁起
えん ぎ

52【コラム】布薩（六斎日）
ふ さつ ろく さい にち

56【コラム】花祭
はなまつり

64【コラム】僧伽藍
そう が らん

78【コラム】仏教漢字の読みについて
ぶっ きょうかん じ よ

84仏教はお釈迦さまが説いた教えです。
ぶっきょう し ゃ か と おし

84お釈迦さま
し ゃ か

92お釈迦さまの覚った真理とは？
し ゃ か さと しん り

92中道
ちゅうどう

92四諦
し たい

94八正道
はっしょうどう

98三相
さんそう

98戒
かい

100五戒（五つの禁止事項）
ご かい いつ きん し じ こう

100八斎戒
はっさいかい

102十戒
じっかい

104二百二十七戒
に ひゃく に じゅうしちかい



( 7 )

105โพธปิกขยิะธรรม 37
105สตปิฏฐาน 4
105สมัมปัปธาน 4
107อทิธบิาท 4
107อนิทรยี5
107พละ 5
109โพชฌงค7
109มรรคมอีงค8
109สกิขา 3
109คต 6ิ
111ปฏจิจสมปุบาท
113ปฏจิจสมปุบาท 12

( 8 )

106三十七道品
さんじゅうしちどうぼん

106四念処（四項目）
し ねんじょ よんこうもく

106四正勤（四項目）
し しょうごん よんこうもく

108四神足（四項目）
し じんそく よんこうもく

108五根（五項目）
ご こん ご こうもく

108五力（五項目）
ご りき ご こうもく

110七覚支（七項目）
しちかく し ななこうもく

110八正道（八項目）
はっしょうどう はっこうもく

110三学
さんがく

110六道
ろくどう

112縁起
えん ぎ

114十二因縁
じゅう に いんねん



( 9 )

คาํชี้แจงหลกัการเขยีน
คาํศพัทพทุธศาสนาสวนใหญในหนงัสอืเลมนี้พระนกัศกึษาเอามาจาก
พจนานกุรมพทุธศาสนาของพระราชวรมนุตีาม ความตองการของทาน
ขาพเจาใสตวั โยะมงิะนะ ตวัอกัษรอาน ไวขางบน( )
ตวัคนัจ ขิาพเจาพยายามใชคาํศพัทงายๆ เทาที่สามารถจะทาํได
หนงัสอืเลมนี้เขยีนขึ้นสาํหรบัคนไทย แตคนญี่ปุนกอ็าจใชไดดวย

ขาพเจาไดพยายามอยางดทีี่สดุ ที่จะทาํใหภาษาไทยกบัภาษาญี่ปุนมี
ความหมายตรงกนั

ขาพเจาแสดงการออกเสยีงโดยใชอกัขรานกุรมการออกเสยีง
( )ระหวางประเทศ +PVGTPCVKQPCN 2JQPGVKE #NRJCDGV

หมายถงึคาํนาม［名］

หมายถงึคาํกรยิา［動］

หมายถงึคาํขยาย［修］

คาํศพัทมคีวามมายมากกวา 2 ความหมาย9

คาํศพัทที่แบงยอย%

มขีออธบิายอยูในบท " หรอื« พระสากยมนุพีทุธะ"
"บท "หลกัความจรงิที่พระพทุธเจาไดตรสัรูคอือะไร

มขีออธบิายอยูในสวน พจนานกุรม©

หมายความวา หลงัเครื่องหมายนี้เปนคาํอธบิาย：

กลุมของคาํกรยิา（Ⅰ （Ⅱ （Ⅲ）） ） แสดง

( 10 )

凡例
は ん れ い

採用してある仏教語は 会話練習時に必要と言うことで 比丘・沙弥、 、
さいよう ぶっきょう ご かい わ れんしゅう じ ひつよう い び く しゃ み

の学生が、選んだものです。
がくせい えら

漢字には、漢字の上に読み仮名をつけました。
かん じ かん じ うえ よ が な

語句の説明に関しては、なるべく簡単な日本語を使うように心がけま
ご く せつめい かん かんたん に ほん ご つか こころ

した。

タイ人の学生用ですが、日本人も使えるように考慮しました。
じん がくせいよう に ほんじん つか こうりょ

単語の解説、お釈迦さまの生涯、基本的な教理、コラムの部分に関
たん ご かいせつ し ゃ か しょうがい き ほんてき きょう り ぶ ぶん かん

して、タイ語と日本語ができるだけ相当するように、心がけました。
ご に ほん ご そうとう こころ

国際音声記号によって発音を示しました。
こく さい おん せい き ごう はつ おん しめ

［名］名詞
めい し

［動］動詞
どう し

［修］修飾詞
しゅうしょく し

一つの語に意味が複数ある場合。9
ひと ご い み ふく すう ば あい

細目。%
さい もく

「お釈迦さま」または「お釈迦さまの覚った真理とは？」の部分の«
し ゃ か し ゃ か さと しん り ぶ ぶん

関連語を参照せよ。
かんれん ご さん しょう

辞書部分の関連語を参照せよ。©
じ しょ ぶ ぶん かん れん ご さん しょう

：以下、語句の説明。
い か ご く せつ めい

（Ⅰ （Ⅱ （Ⅲ）動詞のグループを示す。） ）
どう し しめ
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［名］無意識の行為。無意識に行 ってしกตตัตากรรม MCVC�VVCCMCO
む い しき こ うい む い しき おこな

まうこと。

［名］カティン：安居の三ヶ月を過ごした僧に 衣 を差กฐนิ MCVJ�½P
あん ご さん か げつ す そう ころも さ

し上げる儀式。その起源については、サーケータ 城 で安居を過ご
あ ぎ しき き げん じょう あん ご す

したパーヴァー 城 の三 十 人の比丘たちは、サーヴァッティー
じょう さんじゅうにん び く

（舎衛） 城 のジェータヴァナ（祇園）精 舎 のお釈迦さまを訪ね
しゃえい じょう ぎ おん しょうじゃ し ゃ か たず

た。その道中 は非 常 に大変で、ジェータヴァナ 精 舎に着く頃に
どうちゅう ひ じょう たいへん しょうじゃ つ ころ

は、 衣 は、ぼろぼろになっていた。本来、 衣 は、比丘たちがゴ
ころも ほんらい ころも び く

ミ捨て場に捨ててあるぼろ布や、落ちている布を自分で縫い合わ
す ば す ぬの お ぬの じ ぶん ぬ あ

せて作っていた。しかし、あまりに衣がぼろぼろなので、お釈迦
つく ころも し ゃ か

さまは、三ヶ月間の安居を過ごした比丘が信者が布施する衣 を受
さん か げつかん あん ご す び く しんじゃ ふ せ ころも う

け取ることを許可した それ以来 安居が終わってから 比丘に 衣。 、 、
と きょ か い らい あん ご お び く ころも

を布施することが始まった 信者は 出安居から一ヶ月以内 具体的。 、 （
ふ せ はじ しんじゃ で あん ご いっ か げつ い ない ぐ たいてき

にはローイクラトンの最 終 日まで）に 衣 を布施しなければなら
さいしゅう び ころも ふ せ

ない また 衣を裁つのにも規則があり 一日の内に糸を紡ぎ 布。 、 、 、
ころも た き そく いちにち うち いと つむ ぬの

に織り、裁ち、縫い、染めあげなければならない。現在、タイに
お た ぬ そ げんざい

は出安居の後、王室が 行 うカティンと、個人が 行 うカティンと
で あん ご あと おうしつ おこな こ じん おこな

。 、 、がある カティンは いろいろと制限があるなかで行 われるので
せいげん おこな

大きな功徳が得られると信じられている。
おお く どく え しん
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修 知恩の 感謝することを知っている 親切กตญัตุา MCVCP[W"VCC ［ ］ 。 。
ち おん かんしゃ し しんせつ

な気持ちでなされたことを知る。
き も し

［ ］ 。กรมการศาสนา MTQO MCCP UC�CVUCPC�C- - 名 教 育 省 内の宗 教 局
きょういくしょうない しゅうきょうきょく

名 業 行為：身体の動作 口で言う言葉 心 に思กรรม MCO ［ ］ 。 、 、9
ごう こう い しんたい どう さ くち い こと ば こころ おも

うこと。身体（身 、言葉（口 、 心 （意）によってなされたこと） ）
しんたい しん こと ば く こころ い

が その後になんらかの報いをもたらす その一種のちから 行、 、 。:
ご むく いっしゅ こう

為。作 業 。家業。
い さ ぎょう か ぎょう

名 業垢：業が苦しみを受ける報いを招กรรมกเิลส MCOOC M�ºNG�GV- ［ ］
ごう く ごう くる う むく まね

くことを、垢にたとえた語。悪い結果を生む 行 いのけがれ。すな
あか ご わる けっ か う おこな

わち、 命 あるものを殺すこと（殺 生 、与えられていない物を取）
いのち ころ せっしょう あた もの と

ること（ 盗 、性的な非行（邪淫 、うそをつくこと（ 語 。偸 ） ） ）妄
ちゅうとう せいてき ひ こう じゃいん もう ご

名 業処 行 処：心の働 きの場所 想กรรมฐาน MCOOC VJC�CP- ［ ］ 。 。瞑
ごっしょ ぎょうしょ こころ はたら ば しょ めいそう

（観法）の対 象 。 心 を 集 中 すること。 心 の修 行 の土台。心
かんぽう たいしょう こころ しゅうちゅう こころ しゅぎょう ど だい こころ

を集中する際の対 象 。
しゅうちゅう さい たいしょう

［名］四 十 業処：四 十 の 想กรรมฐาน 40 MCOOC VJC�CP U�ºK U�ºR- - - 瞑
し じゅうごっしょ よんじゅう めいそう

の対象 次の七つに分類される 十遍処 十不浄。 。% © &กสณิ 10たいしょう つぎ なな ぶんるい じっ ぺん じょ じゅう ふ じょう

อสภุะ 10 อนสุต 1ิ0 อปัปมญัญา 4© ' © ( ©十念 四無量
じゅうねん し む りょう

) © * ©食 有 厭 想 四 界 差 別อาหาเร ปฏกิลูสญัญาじき う えん そう し かい しゃ べつ

จตธูาตวุวฏัฐาน อรปู 4+ ©四無色
し む しき

［動］水を注ぐ（Ⅰ 。กรวดน้ํา MTW�CV PC"CO- ）
みず そそ

［名］香炉。線香立て。กระถางธปู MTCVJC�C0 VJW@WR-
こう ろ せんこう た
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動 礼拝する Ⅲ 敬 礼する Ⅲ ：うやうやしく礼拝กราบ MTC�CR ［ ］ （ ）。 （ ）
らいはい きょうらい らいはい

する。坐って 額 の高さに合 掌 してから 頭 を下げて床につけて敬
すわ ひたい たか がっしょう あたま さ ゆか けい

意を表 す。
い あらわ

กรณุา พรหมวหิาร 4MCTW"PCC ［名］悲。悲心：あわれみの心 。©
ひ ひ しん こころ

［名］王族：ヒンズー 教 の四カーストのひとつ。バกษตัรยิMCUC�V おうぞく きょう よん

ラモン(祭官・僧侶)、クシャトリヤ(王族および武士階 級 )、ヴァ
さいかん そうりょ おうぞく ぶ し かいきゅう

イシャ(平民)、シュードラ(隷属民)のうちのクシャトリヤ。
へいみん れいぞくみん

［名］遍。遍処：禅 定 をするときの対 象 。กสณิ MCU�½P
へん へんじょ ぜんじょう たいしょう

名 十遍処 十一切処：四 十 業処の七つの分類กสณิ 10 MCU�½P U�ºR- ［ ］ 。
じっぺんじょ じゅういっさいじょ し じゅうごっしょ なな ぶん るい

のうちの一つ。十の 想の対象。遍とは 想の対象の意味。すな瞑 瞑
ひと じゅう めい そう たい しょう へん めい そう たい しょう い み

わち 地遍 水遍 火遍 風遍 青遍 黄遍 赤遍、% & ' ( ) * +
じ へん すいへん か へん ふう へん しょうへん おう へん しゃくへん

กรรมฐาน 40, - . ©白遍 空遍 識遍。
びゃくへん くう へん しき へん

［名］説法する僧に差し上げるお布施。กณัฑเทศนMCP VJG@GV-
せっぽう そう さ あ ふ せ

［名］劫：古代インドにおける最 長 の時間の単位。宇 宙กลัปMC�R こう こ だい さいちょう じ かん たん い う ちゅう

論的時間。きわめて長い時間。
ろんてき じ かん なが じ かん

［名］善友。善知識：交わってためになるกลัยาณมติร MCN[CCPCO�̧V
ぜん う ぜん ち しき まじ

友人。
ゆうじん

［名］欲。愛欲。欲 情 。欲望。 情 欲。性欲。カーマ。กาม MCCO
よく あいよく よくじょう よくぼう じょうよく せいよく

กามภพ โลก 3MCCOC RJQ"R- ［名］欲有。欲界。©
よく う よくかい

［名］欲 ：肉体に関する快楽を求めるกามราคะ MCCOC TCCMJC"!- 貪
よくとん にくたい かん かいらく もと

欲望。性的な快楽を求める欲望。
よくぼう せいてき かいらく もと よくぼう
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名 欲界：生きているものが 生 死流転する三กามโลก MCCOC NQ@QM- ［ ］
よくかい い しょう じ る てん みっ

つの迷いの世界（三界）のうちで、性欲・ 食 欲の強いものが住む
まよ せ かい さんがい せいよく しょくよく つよ す

โลก 3所 。人間の住む世界も欲界にある。©
ところ にんげん す せ かい よくかい

［ ］ 。กามสขุลัลกิานโุยค MCCOOC UW�MJC�PNKMCCPW[Q@QM- 名 欲 楽耽 著
よくぎょうたんじゃく

愛欲 著 ：欲望に溺れること。性的な 喜 びにふけること。貪
あいよくとんじゃく よくぼう おぼ せいてき よろこ

［ ］ 。 。 。 、 、 、กาย MCCK 名 身 身体 心霊的な要素の本体 すなわち 受 想9 :
しん しんたい しんれいてき よう そ ほんたい じゅ そう

ขนัธ5行 の三つ。©
ぎょう みっ

［名］身悪 行 ：身体でなす悪い 行 い。กายทจุรติ MCC[C VJW"VECT�ºV-
しんあくぎょう しんたい わる おこな

すなわち、 生きものを殺すこと（殺 生 ） 与えられていない物% &
い ころ せっしょう あた もの

ทจุรติ 3を取ること（ 盗） 性的な非行（邪淫 。偸 ' ©）
と ちゅうとう せいてき ひ こう じゃいん

［名］身識：身体によって対 象を知覚กายวญิญาณ MCC[C YKP[CCP-
しんしき しんたい たいしょう ち かく

するはたらき。触覚による認識作用。 ／« ปฏจิจสมปุบาท 12しょっかく にんしき さ よう

十 二因縁
じゅう に いんねん

［名］身善 行 。身 妙 行 ：身体でなす善กายสจุรติ MCC[CK UW�VECT�ºV-
しんぜんぎょう しんみょうぎょう しんたい よ

い 行 い 具体的には 生きものを殺さないこと 不殺 生 盗。 、 （ ）% &
おこな ぐ たいてき い ころ ふ せっしょう ぬす

（ ） （ ）。みをしないこと 不 盗 性的な非行をしないこと 不邪淫偸 '
ふ ちゅうとう せいてき ひ こう ふ じゃいん

สจุรติ 3©

［名］観身不 浄 ：身体の不浄なกายานปุสสนา MCC[CCPW"RC�VUCPCC
かんじん ふ じょう しんたい ふじょう

ことを観察すること。四念処の一つ。 ／四念処« สตปิฏฐาน 4かんさつ し ねんじょ し ねんじょ

［名］覚り。การตรสัรูMCCP VTC�VUC�TW"W-
さと

［名］朝の勤行 。朝の読経 。การทาํวตัรเชา MCCP VJCOYC"V EJC"CQ- - -
あさ ごんぎょう あさ ど きょう
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［名］夕の勤 行 。夕の読 経 。การทาํวตัรเยน็ MCCP VJCOYC"V [GP- - -
ゆう ごんぎょう ゆう ど きょう

［名］坐禅。禅 定 。การนั่งสมาธ MิCCP PC@0 UCOCCVJ�!̧- -
ざ ぜん ぜんじょう

［名］説法堂。講堂。การเปรยีญ MCCP RCTKCP-
せっぽうどう こうどう

［名］袈裟。袈裟衣 。黄衣。กาสาวพสัตรMCCUC�CYC" RJC"V-
け さ け さ ごろも おう え

［名］勤 行 。おつとめ。กจิวตัร M�ºVEC �YC"V-
ごんぎょう

［名］煩悩： 心 を乱し悩ませ、正しい判断をさまたげกเิลส MKNG�GV
ぼんのう こころ みだ なや ただ はんだん

る心 の働 き。この煩悩を智慧によって断じることが解脱である。
こころ はたら ぼんのう ち え だん げ だつ

［名］ 十煩悩：煩悩を十 種に分類したもの。กเิลส 10 MKNG�GV U�ºR-
じゅうぼんのう ぼんのう じゅうしゅ ぶんるい

すなわち むさぼること 怒り憎むこと 愚かで道理、 （ ） （ ）% & '貪 瞋
とん いか にく しん おろ どう り

が分からないこと おごりたかぶること 慢 間違った見方（ ） （ ）癡 ( )
わ ち まん ま ちが み かた

をすること（見） 仏 教 の教えを 疑 うこと（疑） 心 がめいる* +
けん ぶっきょう おし うたが ぎ こころ

こと（こん沈） 心 が落ち着かないこと（ ） 自分自身に対, -悼擧
ちん こころ お つ じょう ご じ ぶん じ しん たい

して恥じないこと（無 ） 他人に対して恥じないこと（無 ）慚 . 愧
は む ざん た にん たい は む ぎ

［ ］ 。กฎุ MีW�V�º 名 僧房：お寺に付属する僧尼が日 常 生活をおくる建物
そうぼう てら ふ ぞく そう に にちじょうせいかつ たてもの

名 善 善 行 道徳にかなった行 い 修 善い 巧กศุล MWUQ�P ［ ］ 。 。 。［ ］ 。
ぜん ぜんぎょう どうとく おこな よ たく

みな。熟 練 した。
じゅくれん

［名］善業：未来に安楽な結果としての報いกศุลกรรม MWUCNC MCO-
ぜんごう み らい あんらく けっ か むく

（果報）を招くような善い行為。
か ほう まね よ こ うい

［名］十 善業：楽の果をもたらす 十กศุลกรรมบท MWUCNC MCO DQ�V- -
じゅうぜんごう らく か じゅう

の行為。まず身の行為に関して、 命 あるものを殺さない（不殺%
こ うい しん こ うい かん いのち ころ ふ せっ

生 ） 与えられていない物を取らない（不 盗 ） 性的な非行& '偸
しょう あた もの と ふ ちゅうとう せいてき ひ こう
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（ ）。 、 （ ）をしない 不邪淫 口の行為に関して うそをつかない 不妄語(
ふ じゃいん く こ うい かん ふ もう ご

他人を傷つけることを言わない（不悪口） 仲違いをはかるこ) *
た にん きず い ふ あっ く なかたが

とを言わない 不両 舌 無益なおしゃべりはしない 不綺語 意（ ） （ ）。+
い ふ りょうぜつ む えき ふ き ご い

の行為に関して むさぼらない 無 怒らない 無 正、 （ （, - .貪 瞋） ）
こ うい かん む とん おこ む しん ただ

しい見解を持つ（ 正 見 。）
けんかい も しょうけん

［名］善根：よい果報をもたらすもと。むさกศุลมลู MWUCNC OWWP-
ぜんこん か ほう

ぼらない(無 ) 怒らない(無 )・ものの道理が分かること(無貪 瞋・
む とん おこ む しん どう り わ む

)の三つを三善根という。癡
ち みっ ぜんこん

［ ］ （ ）。 （ ）。 （ ）。โกรธ MTQ�QV 動 怒る Ⅰ いきどおる Ⅰ 激しく怒る Ⅰ
おこ はげ おこ

― ―ข

［名］一 瞬 の精神統一：たとえば、ขณกิสมาธ MิJCPKMC UCOCCVJ�!̧-
いっしゅん せいしんとういつ

想が下手な内は、長い時間 想していても、ほんの一 瞬 しか精瞑 瞑
めいそう へ た うち なが じ かんめいそう いっしゅん せい

神統一ができない。そのほんの一 瞬 の精神統一のことを言う。
しんとういつ いっしゅん せいしんとういつ い

［名］霊験あらたかな効 力 があると信じられของขลงั MJn�n0 MJNC�0-
れいげん こうりょく しん

ているもの。たとえば、護符やお守り。
ご ふ まも

動 結 坐する Ⅲ ：禅 定修 行 の坐ขดัสมาธ MิJC�V UCOCCVJ�̧!- ［ ］ （ ）跏趺
けっ か ふ ざ ぜんじょうしゅぎょう すわ

り方。蓮華坐とも言う。足の背で左右それぞれのももを押える 形
かた れん げ ざ い あし せ さ ゆう おさ かたち

で二種ある。右の足をまず 左 のももの上に乗せるのを降魔坐とい
に しゅ みぎ あし ひだり うえ の ごう ま ざ

い、この反対を吉祥坐という。
はんたい きっ しょう ざ
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［名］忍辱。忍耐：つらいことをがまんすること。じขนัต MิJC�PV�º!
にんにく にんたい

っとこらえること。

蘊 蘊 蘊 蘊ขนัธ5 MJC�P JC@C- ［ ］名 五 ：人間の肉体と精神を色 受・ ・想
ご うん にんげん にくたい せいしん しきうん じゅうん そううん

行 識 の五つの集まりに分けて示したもの。色 は物質お・ ・蘊 蘊 蘊
ぎょううん しきうん いつ あつ わ しめ しきうん ぶっしつ

よび肉体、受 は外界の刺激や印象を受けいれるはたらき（感受蘊
にくたい じゅうん がい かい し げ き い んしょう う かんじゅ

作用 、想 は感覚器官を通じて外界の対象の性質・形態・関係） 蘊
さ よう そううん かん か く き かん つ う がい かい たい しょう せい し つ けい たい かん けい

や身体内部の状態を把握する作用（知覚）に基づいて意識に現れ
し ん たい ない ぶ じょうた い は あ く さ よ う ち か く も と い し き あらわ

る外的対象の像をつくるはたらき（表 象 作用 、 行 は意志・） 蘊
がい て き たいしょう ぞ う ひょうしょう さ よう ぎょううん い し

記憶など、識 は認識作用。蘊
き おく しきうん にんしき さ よう

［名］白分：新月から満月に向う半月。陰暦のขางขึ้น MJC@C0 MJW@P-
はくぶん しんげつ まんげつ むか はんつき いんれき

一日から十 五日。
ついたち じゅう ご にち

［名］黒分：満月から欠けてゆく半月。陰暦ขางแรม MJC@C0 T''O-
こくぶん まんげつ か はんつき いんれき

の下半月。
しもはんつき

［名］漏尽者。阿羅漢：煩悩を滅した人。ขณีาสพ MJ�½KPCCUQ�R
ろ じんしゃ あ ら かん ぼんのう めっ ひと

動 安居に入る Ⅰ ：安居とは 修 行 者เขาพรรษา MJC@Q RJCPUC�C- ［ ］ （ ） 、
あん ご はい あん ご しゅぎょうしゃ

たちが一定期間、一か所に 集 団生活して、外 出 を避けて修 行 に
いってい き かん いち しょ しゅうだんせいかつ がいしゅつ さ しゅぎょう

専念すること、またはその期間を言う。雨季の定 住 のこと。陰暦
せんねん き かん い う き ていじゅう いんれき

八月黒分の第一日から始まる。その定 住 の期間は三ヶ月間。
はちがつこくぶん だいいちにち はじ ていじゅう き かん さん か げつかん
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― ―ค

［名］僧 。サンガ：仏 教 の修 行 者の集まคณะสงฆMJCPC" UQ�0- 伽
そうぎゃ ぶっきょう しゅぎょうしゃ あつ

り。仏教 の教 団。
ぶっきょう きょうだん

名 趣 道：生きものが生前の行為(業)に引かれて 趣คต MิJC"V�º! ［ ］ 。 、
しゅ どう い せいぜん こう い ごう ひ おもむ

き住 する世界。
じゅう せ かい

名 六趣 六道：すべての生きものが自 ら作った業คต 6ิ MJC"V�º JQ�M- ［ ］ 。
ろくしゅ ろくどう い みずか つく ごう

によって生死を繰り返す六つの世界 すなわち 地獄・餓鬼・畜 生。 、
せい し く かえ むっ せ かい じ ごく が き ちくしょう

・修羅(阿修羅)・人・天の六つ。 ／六道« คต 6ิしゅ ら あ しゅ ら にん てん むっ ろくどう

動 着る Ⅱ 衣 を まとう Ⅰ 僧侶ครองผา MJTnn0 RJC@C- ［ ］ （ ）。（ ） （ ）。（
き ころも そうりょ

が僧衣を）着る（Ⅱ 。）
そう え き

名 在家 俗人：出 家せず 家庭にあって世俗คฤหสัถMJCT�"JC�V ［ ］ 。 、
ざい け ぞくじん しゅっ け か てい せ ぞく

の社会生活を営 んでいる者。
しゃかいせいかつ いとな もの

［名］ 聖 典。 経 典：仏 教 の 教 理・戒律・儀式คมัภรีMJCORJKK しょうでん きょうてん ぶっきょう きょう り かいりつ ぎ しき

の規定などを記した書物。
き てい しる しょもつ

［ ］ 。 。 。คาถา MJCCVJC�C 名 ：パーリ語の詩 呪文 まじない9 :偈 偈頌。
げ げ じゅ ご し じゅもん

［名］在家の修 行 。คหิปิฏบิตั MิJ�J̧�¸ RCV�ºDC�V-
ざい け しゅぎょう

［ ］ （ ） 。คกุเขา MJW"M MJC�Q- 動 く Ⅰ ：床や地面に膝をつけてかがむ跪
ひざまず ゆか じ めん ひざ

［名］徳。美徳：人にめぐみを与えるほめคณุธรรม MJWPPC VJCO-
とく び とく ひと あた

られるべき立派な行 い。
りっ ぱ おこな

［名］精霊や神などに対するお供え。เครื่องเซน MJT�@C0 UG@P-
せいれい かみ たい そな
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［名］お守り。護符。魔よけ。เครื่องราง MJT�@C0 TCC0-
まも ご ふ ま

［ ］ 。 。โคดม โคตมะ, ,MJQQFQO MJQQVCOC"! 名 ゴータマ 釈迦族の姓
し ゃ かぞく せい

お釈迦さまをさすこともある。
し ゃ か

― ―ฆ

［名］在家。俗人：出 家していない人。ฆราวาส MJCTCCY CVC
ざい け ぞくじん しゅっ け ひと

名 在家法 具体的には 真実ฆราวาสธรรม MJCTCCYC@CUC VJCO- ［ ］ 。 、%
ざい け ほう ぐ たいてき しんじつ

を語ること（諦 。 身心を 調 和し制御すること（調 伏 。 堪） ）& '
かた たい しんしん ちょう わ せいぎょ ちょうぶく た

え忍ぶこと（忍辱 。 心を平静に保つこと（捨）の四つ。） (
しの にんにく しん へいせい たも しゃ よっ

เมโดะ คอื อาณาจกัรภายหลงัความตาย
ชาวญี่ปุนยงัไมมมีโนภาพแหงโลกภายหลงัความตายอยาง

ชดัเจน กอนที่คาํสอนแบบ แดนสขุาวด จีะไดรบัความ
นยิมแพรหลาย พระเกนฌนิ (ปพ.ศ. 1485-1560) ไดเขยีนหนงัสอื
ชื่อวา โอโจโยฌ เูพื่อที่จะแนะน าํ คาํสอนแบบแดนสขุาวดี
แกประชาชน เพราะหนงัสอืเลมนี้ชาวญี่ปุนจงึไดมมีโนภาพ
ตอโลกภายหลงัความตายชดัแจงขึ้น
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― ―ง

［名］ 祝 祭。 祝 典。慶 祝 行 事。お祝งานมงคล 0CCPOQ0MJQP-
しゅくさい しゅくてん けいしゅくぎょう じ いわ

い事。
ごと

［名］寺の祭 。งานวดั 0CCP YC"V-
てら まつり

［名］葬式。งานศพ 0CCP UQ�R-
そうしき

［名］結婚式。婚礼。งานสมรส 0CCP UQ�OTQ"V-
けっこんしき こんれい

［ ］ 。 。งานอวมงคล 0CCP !CYCOQ0MJQP- - 名 葬式に関連した行事 葬式
そうしき かんれん ぎょう じ そうしき

葬儀。
そう ぎ

冥土について
めい ど

日本人は、 浄 土 教 が流 行 する前は、死後の世界につい
に ほ ん じん じょう ど きょう りゅうこう まえ し ご せ かい

て、あまりはっきりとしたイメージを持っていませんでした。平
も へい

安時代に源信 が、浄土 教 を勧めるために『往 生 要(942～1017)
あん じ だい げんしん じょうどきょう すす おうじょうよう

集 』を記しました。それによって、日本人の死後の世界のイメー
しゅう しる に ほ ん じん し ご せ かい

ジが、よりはっきりとなりました。


